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清
風

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
二
十
七
年
度
の
P
T
A

活
動
も
半
ば
を
順
調
に
過
ぎ
ま
し
た
。

さ
て
、
先
日
、
清
川
村
P
T
A
連
絡
協
議
会
主
催
の
家
庭

教
育
講
演
会
「
叱
ら
な
く
て
も
子
供
は
伸
び
る
、
目
か
ら
鱗

の
子
育
て
と
家
庭
教
育
／
親
野
智
可
等
」
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
反
響
を
戴
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
、

そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
し
な
い
の
に
と
思
い
な
が
ら
も
聴

講
し
ま
し
た
。
子
供
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
不
可
欠

な
キ
ー
ワ
ー
ド
「
と
が
め
な
い
」
「
共
感
す
る
」
こ
の
二
つ
を
実

行
す
る
こ
と
で
、
距
離
が
縮
ま
り
行
動
が
変
化
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
つ
い
小
言
を
言
っ
た
り
、
怒
鳴
り
叱
っ
た
り

し
が
ち
で
す
が
、
実
は
、
親
が
し
っ
か
り
子
供
と
向
き
合
っ

て
い
な
い
、
「
逃
げ
の
行
動
」
だ
っ
た
の
で
す
。

否
定
か
ら
入
ら
な
い
、
話
を
よ
く
聞
く
、
一
緒
に
考
え

る
、
褒
め
る
。
ダ
メ
な
と
こ
ろ
を
ほ
じ
く
る
よ
り
、
良
い

と
こ
ろ

を
引
き
伸
ば
す
、
そ
の
内
、
相
乗
効
果
で
段
々

よ
い
と
こ
ろ
が
増
え
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
こ
と
ば

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
教

職
員
一
同
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
子
ど
も
達
の
よ
り
よ
い
成
長
の
習
慣
と
し
て
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
数

年
前
、
あ
る
研
修
会
に
参
加
し
「
脳
の
学
習
効
果
を
上
げ
る

育
て
方
、
接
し
方
」
の

講
演

を
聞
き
ま

し
た
。
こ
の
講

演
で

は
、
脳

の
学

習
効

果

を
上

げ
る

方
法

と
し

て

大
切

な

こ
と

は
、
よ
り
良
い
成
長
の
習
慣
の
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん

と
、
「
適
度
な
運
動
、
読
書
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ
の
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
、
適
度
な
運
動
、
読
書
」
が
脳
の
学
習

効
果
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
そ
の
ホ
ル
モ
ン
は
、
「
メ

ラ
ト
ニ
ン
」
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
「
ド
ー
パ
ミ
ン
」
「
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
」
で
す
。
な
か
な
か
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
メ
ラ

ト
ニ
ン
は
、
夜
１
０
時
～
２
時
に
分
泌
し
や
す
く
、
睡
眠
作

用
を
引
き
起
こ
し
、
睡
眠
中
の
知
識
や
知
恵
の
定
着
を
図
る

そ
う
で
す
つ
ま
り
「
早
寝
」
と
の
関
係
が
こ
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
で

す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
朝
の
光
を
感
じ
る
朝
６
時
～
９
時
に

分
泌
し
や
す
く
爽
や
か
な
目
覚
め
と
共
に
や
る
気
の
源
に

な
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
「
早
起
き
」
が
関
係
し
ま
す
。
そ
し

て
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を
多
く
す
る
の
が
「
朝
ご
は
ん
」
だ

よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
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こ
れ
は
、
大
人
社
会
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
そ

う
で
す
。
叱
ら
れ
、
否
定
さ
れ
続
け
て
育
っ
た
子
は
、

相
手
に
対
し
て
も
同
じ
行
動
を
取
る
こ
と
に
な
り
、

負
の
サ
イ
ク
ル
が
回
り
続
く
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
意

味
で
は
、
何
度
言
っ
て
も
分
か
ら
な
い
子
供
に
は
諦

め
も
肝
心
で
あ
り
、
そ
こ
は
、
親
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ

げ
る
（
そ
の
子
に
は
良
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
割
り
切

る
）。

考
え
て
見
れ
ば
、
そ
ん
な
に
完
璧
な
人
間
な
ん
て
い

ま
せ
ん
し
、
自
分
も
出
来
な
い
よ
う
な
高
望
み
し
て
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
、
等
々
。

少
し
は
子
供
に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う

な
気
が
し
た
、
そ
ん
な
講
演
内
容
で
し
た
。

宜
し
け
れ
ば
、
G
o
o
g
l
e
検
索
さ
れ
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
（「
親
野
智
可
等
」
で
検
索
）。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

今
野

郁
夫

教ろ早数るでと
」

早習くメナラ作るでににしだ

校
長

小
島

一
浩

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
「
今
日
も
一
日
元
気
で
頑
張

る
ぞ
」
と
言
う
気
持
ち
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
ド
ー
パ
ミ
ン
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
好
奇
心
を

高
め
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
、
集
中
力
を
高
め
る
そ

う
で
す
。
ド
ー
パ
ミ
ン
と
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
２

つ
を
同
時
に
分
泌
さ
せ
る
の
は
、
「
適
度
な
運
動
」
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
「
読
書
」
は
、
脳
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た

ち
人
間
は
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
、
そ
の

日
の
体
調
等
が
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
、
読
書
、
適
度
な
運
動
」
に
よ

り
、
学
校
生
活
も
家
庭
生
活
も
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
こ
と
を
、
そ
の
講
演
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、
私
達
大
人
に
と
っ
て
も
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
規
則
正

し
い
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
、
こ
の
４
つ
の
ホ
ル
モ

ン
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
３
学
期
は
ま
と
め
の
学
期
で
す
。
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
、
読
書
、
適
度
な
運
動
」
を
心
が

け
さ
せ
、
体
に
よ
い
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
で
る
よ
う
な

よ
り
よ
い
生
活
を
送
ら
せ
る
よ
う
お
願
い
し
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

8月8日(土)、第29回青龍祭が行われました。祭を6日後に控えた8月2日

（日）には、18名の緑中生徒が青龍のうろこづけに参加しました。猛暑の体

育館の中、緑小学生や青龍祭実行委員会の方々と協力しながら、巨大な2

体の青龍の骨組みに茅を取り付ける作業に一生懸命取り組みました。

祭当日は、緑小学校校庭で入魂式が行われた後、小中学生や地元の皆さん

で力を合わせて2体の青龍を担ぎ、祭会場の運動公園へパレードを行いました。

パレードを終え、青龍と共に写真に納まった生徒達は、とてもいい表情をしてい

ました。

祭のクライマックスでは、村の皆さんの願いを込めた祈願札とともに、青龍に

点火され、見事に昇天しました。

清川村の伝統行事である青龍祭。世代を超え、大切に受け継がれてほしいと

思います。

７月26日（日）に清川ホームのサマーフェスティバルにボランティア

として中学生が参加しました。

模擬店の準備や販売、利用者ボランティアをみんなで協力して行い

ました。今年は天候にも恵まれ、たくさんの人でにぎわいました。

利用者ボランティアでは、清川ホームを利用されている方々と一緒

に模擬店をまわったり、食事の準備をしながら交流を深め、楽しいひ

とときを一緒に過ごす事ができました。

生徒からは、「来年も参加したい。」という声が聞かれました。
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10月5日（月）、ふれあい委員会による「工場見学」が行われました。

今年は、保護者の方がメグミルク海老名工場の見学へ参加しました。工場内はと

てもきれいで清潔感が印象に残りました。製造工程のラインは、企業秘密のた

めに撮影禁止でしたが、参加者の皆さんは案内の声に耳を傾け、ながら有意義

な時間を過ごすことができました。
※豆知識※

Ｑ 牛乳パックの上部にある「くぼみ」、何のた

めにあるのか・・・知っていますか？

Ａ 「くぼみ」は、牛乳パックにしかありません。

他社製品にもあるそうです。目の不自由な方に

も牛乳の区別が出来るように！との事。更

に・・・「くぼみ」の逆側を開けると、きれいに開

きますよ。

8月22日（土）、夏休み期間中にPTAふれあい行事として、校庭等の除草作業

と日産自動車㈱テクニカルセンターによる「わくエコ」の講演会が行われました。

除草作業は、1時間と決められた時間内の作業でしたが、伸びきった草を刈

り徐々に綺麗になっていく様子を見て、子供達の顔は達成感に満ちた笑顔で

溢れていました。

その後行われた「わくエコ」では、地球環境問題を理解すると共に、電気自動

車の仕組みを模型キットカーと実車を用いて体感しました。

最後に行われた電気自動車の試乗では、電気自動車の静かさに子供達はと

ても感心していました。

毎年、ふれあい委員さんが楽しい企画を組んでいます。家事・育

児・仕事等で忙しい毎日とは思いますが・・・参加したことのない方も、

息抜きに一度参加されてみてはいかがでしょうか？

11月19日（木）、PTA人権啓発講演会が行われました。 「多様な性と人権」～知っていますか？性同一性障がい～をテーマに、

ご自身が性同一性障がい者である飯田氏が講師となり、性の多様性とセクシャルマイノリティー（性的少数者）についてのお

話を聞きました。

飯田氏は、これまで偏見やいじめ、差別などを受けてきた経験から、社会に性の多様性とセクシャルマイノリティーを理解してもらえるよ

う講演活動を続けていらっしゃいます。

最近、テレビなどでも目にするLGBTという言葉ですが、性的少数者と言っても実際には13人に1人いると言われており、決して少なくは

ないとの印象を受けました。

性別の価値観、恋愛の価値観は、人それぞれであり、人に決められることではなく、自分で決め、尊重されるべきことであると話されて性別の価値観、恋愛の価値観は、人それぞれであり、人に決められることではなく、自分で決め、尊重されるべきことであると話されて

いました。

この講演を聞き、自分が普通だと思っていることが、LGBTの方にとっては普通ではなく、生きづらさを感じて生活している事を知りました。

13人に1人との事なので、自分の周りにもLGBTの方がいるかもしれないと思い、もし出会った時には、理解し、受け入れる気持ちをみんなが

持っていられたら良いなぁ、と思いました。

BEST SMILE ～みんなで創り上げる最高のステージ～
10月17日（土）あいにくの雨、寒い中文化発表会が開催されました。外の気温とはうらはらに、体育館内は熱気に包まれ、雨もいつの間にかあがっていました。毎年、美しい

ハーモニーを奏でる合唱は、生徒たちの頑張りが伝わってきました！

PTA合唱「世界にひとつだけの花」も頑張りました。ご協力ありがとうございました。

ハンドベル、英語科発表、体育科ダンス、美術科パラパラマンガ、職場体験学習等、すばらしい発表が続きました。なかでも印象に残ったのが、「3年生の修学旅行から学んだ

こと」。とってもみんな仲が良く、楽しそうで秋の京都を想像して行きたくなりました。生徒のみなさん、お疲れ様でした。

体育館展示発表、みどりホール展示発表も個性的で立派な作品ばかりで、生徒たちの作品の完成度の高さがうかがえました。

＊合唱内容

１年：「ＣＯＳＭＯＳ」

２年：「輝くために」２年：「輝くために」

３年：「信じる」

全校：「友達はいいもんだ」「ＹＥＬＬ」

平成27年度第2号は、夏休みから2学期にかけての行事とPTA活動について掲載しました。2学期は数多くの行事において、生徒・学

校・保護者や地域の方々が一体となり、充実した活動が展開されました。これらの活動を通し、生徒達が大きく成長していることを

実感することができました。

第2号につきましては、発行の時期が遅れてしまい、学校や関係者の方々にご心配、ご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げま

す。最後に、PTA活動に対し、引き続き保護者の皆さまの温かいご協力をよろしくお願いいたします。

広報委員一同




